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12　高齢者進行肺癌治療における包括的機能評価

法の意義についての検討
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【背景】高齢者包括的機能評価法（CGA）は，

高齢者の慢性疾患において死亡率減少・入院日数

短縮など有用性が示されている－

【目的】高齢者進行肺癌治療におけるCGAの有

用性を検討する―

【対象と方法】当科人院の7o歳以上進行肺癌初

回治療例．評価は基本的ADL・手段的ADL

（IADL）・MMSE・GDSを周い，治療開始時に

医師／看護師が実施，CGAスコアと治療コンプラ

イアンス・重篤な有害事象発現との関係を検討す

る・

【結果】2oO5年2月までに52例に評価を実施―

年齢は7O－74／75歳以上が各26例・PSはo－1／2

が46／6例・75歳以上群ではPS不良・ADL／

IADL依存・うつ状態例の比率が高かった・PS0―

1でも基本的ADL／仏DL依存，認知機能障害，う

つ状態例が存在した．重篤な有害事象の頻度は

PS2で有意に高く，ADL依存・うつ状態例でも

高い傾向がみられた．

13　進行食道癌に対するネダプラチン＋ドセタキ

セル療法の検討
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切除不能進行食道癌に対し放射線同時併用化学

療法（以下CRT）は第一選択の治療法と考えら

れている－　CRTによりcRに至り長期生存が得ら

れる症例が増加してきているが，CRT後一時的に

腫瘍が縮小あるいは消失した後，再発再燃を生じ

る症例も少なからず存在する．それらのCRT後

の再発再燃例に対する有効な治療法が確立されて

いないのが現状であるが，今回ネダプラチン

（CDGP）＋ドセタキセル（DOC）療法が奏功を

示した症例を認めたので報告する・

対象はCRT後の再発，再燃例6例で治療法は

CDGP40mg／m2，DOC30mg／m2をbiweek1yに

投与し，可能な限り継続した―1例に腫瘍からの

出血を認めたが有害事象は軽微な症例が多かっ

た―　6例中3例（5O・o％）にPRの効果を認め，

CRT後の再燃例よりも再発例に奏功を示し，

CDGP＋DOC療法はCRT後の再発症例に有効

な泊療法と思われた・

14　胸部食道癌放射線化学療法後のサルベージ手
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【目的】胸部食道癌患者における放射線化学療

法（CRT）後のサルベージ手術の安全性と有用性

を明らかにする―

【患者と方法】2oo5年5月までに当院でサルベ

ージ食道切除が行われた胸部食道癌患者13名を

診療録に基き遡及的に分析・

【結果】9名に開胸切除が，4名に経裂孔的切除

が行われた．肉眼的完全切除は11名で達成され

たが，うち2名で腫瘍剥離断端が陽性であった．

ICU在室期間の中央値は3日（O―13日），術後入

院期間は40日（16―69日）であった・術後合併

症を7名に認めた・在院死亡は1名であった・全

13例の累積2年生存率は62％・肉眼的に不完全

切除となった2名はともに7か月で療病死した

が，病理学的CRの1名と粘膜内の限局性遺残で

あった1名で4年以上の生存を認めている・

【結語】CRT後のサルベージ手術は通常食道痛

手術に比べて不完全切除率が高い可能性がある・

CKT後の少量遺残例では長期生存が期待できる・




